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村上駅周辺まちづくりプラットフォーム規約 

 

 

(名称) 

第１条 この組織は、「村上駅周辺まちづくりプラットフォーム」（以下「本プラットフォー

ム」という。）と称する。 

 

(目的) 

第２条 本プラットフォームは、「村上駅周辺まちづくりプラン（基本構想）」の推進を図る

ため、村上駅周辺エリア（村上駅から概ね半径 500 メートル以内の範囲とする。以下「当

該エリア」という。）において、村上駅周辺大規模跡地の利活用による当該エリアの将来像

を示すエリアビジョンを策定し、その実現に向けて官民が連携して公共空間等の利活用及

び賑わい創出並びに地域課題の解決に資する取組みを進めることを目的とする。 

 

(活動) 

第３条 本プラットフォームは、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 

（１） 本プラットフォームの運営に関する事項 

（２） 村上駅周辺大規模跡地の利活用・賑わい創出に関する情報共有及び意見交換 

（３） エリアビジョンの策定及び更新に関する事項 

（４） エリアビジョンの実現に向けた取組み 

（５） その他、前条の目的を達成するために必要な事項 

 

(構成員) 

第４条 本プラットフォームは、次に掲げる団体等をもって組織する。  

（１） 地域団体 

（２） 民間事業者 

（３） 教育機関 

（４） まちづくりに関する有識者 

（５） 行政機関 

（６） 前各号に掲げる者のほか、座長が適当と認める者 

 

(役員及び職務) 

第５条 本プラットフォームに、次の役員を置く。 

（１） 座長  1 名 

（２） 副座長 若干名 
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２ 座長は、前条第１号から第４号までの構成員の中から互選により選任する。座長は、本

プラットフォームを代表し、その運営を統括する。 

３ 副座長は、構成員の中から座長が指名して選任する。副座長は、座長を補佐し、座長が

事故その他やむを得ない事情により職務を行うことができないときは、その職務を代理す

る。 

 

(役員の任期) 

第６条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

２ 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(構成員の選任及び交代) 

第 7 条 構成員は、暴力団その他の反社会的勢力に該当し、又はこれらと関係を有する団体

等であってはならない。 

２ 本プラットフォームの構成員は、第４条に掲げる団体等のうち、事務局が取りまとめ、

会議の議決を経たものをもって構成する。 

３ 構成員となることを希望する団体等がある場合は、事務局に申出を行うものとし、本プ

ラットフォームの目的及び趣旨に照らしてその適否を判断する。 

４ 構成員が交代する場合、当該団体等は速やかに事務局へ通知するものとする。なお、交

代する構成員が役員である場合には、改めて役員を選任するものとする。 

５ 事務局は、構成員に変更があったときは、会議において報告するとともに、構成員名簿

を更新するものとする。 

 

（構成員の脱退） 

第８条 構成員が本プラットフォームを脱退しようとするときは、書面により事務局へ届

け出るものとする。 

２ 事務局は、構成員から脱退の届出があったときは、会議において報告するとともに、構

成員名簿を更新するものとする。 

 

(構成員の解任) 

第９条 構成員が次の各号のいずれかに該当するときは、会議の議決を経て、その構成員を

解任することができる。 

（１） 本規約に違反し、又は本プラットフォームの信用を著しく害したとき。 

（２） 構成員としての職務上の義務に違反し、又は構成員として不適当と認められる行

為があったとき。 

（３） 暴力団その他の反社会的勢力に該当し、又はこれらと関係を有する団体等である

ことが判明したとき。 
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２ 前項の規定により構成員を解任しようとするときは、事務局はあらかじめ当該構成員

に対し書面により通知し、会議の議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 

 

(事務局) 

第 10 条 本プラットフォームに事務局を置き、その運営に関する事務を担う。 

２ 事務局は、村上市 都市計画課 駅周辺未来創造室に設置するものとする。 

３ 事務局は、会議の運営、構成員名簿の管理、情報共有、その他本プラットフォームの円

滑な運営に必要な事務を行う。 

 

(会議) 

第 11 条 会議は、座長が召集し、その議長となる。 

２ 会議は、構成員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席構成員の過半数で決し、可否同数のときは、座長の決するところに

よる。 

４ 座長は、必要と認めるときは、構成員以外の者をオブザーバーとして会議に参加させる

ことができる。 

 

(ワーキンググループ) 

第 12 条 第３条に定める活動を円滑に実施するため、座長が必要と認めるときは、構成員の

一部で構成するワーキンググループを置くことができる。 

２ ワーキンググループは、必要に応じて会議に報告を行うものとする。 

３ ワーキンググループの運営に関し必要な事項は、事務局が別に定める。 

 

（経費） 

第 13 条 本プラットフォームに要する経費の負担区分は、次のとおりとする。 

（１） 第３条第１号から第３号に要する経費は、事務局の負担とする。 

（２） 第３条第４号に要する経費の負担は、活動内容に応じて都度協議して定める。 

（３） 会議及びワーキンググループへの出席に要する経費は構成員の負担とし、報酬は

支給しない。 

（４） 前各号に定めるほか、必要な経費の負担については、都度協議して定める。 

 

（秘密保持） 

第 14 条 構成員は、本プラットフォームにおいて知り得た情報のうち、公開されていない情

報その他秘匿すべき情報を、第三者に開示し、又は漏えいしてはならない。 

２ 前項の義務は、構成員の交代又は離脱後も存続する。 
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(禁止行為) 

第 15 条 構成員は、本プラットフォームの運営を妨げ、又は他の構成員に不利益を及ぼす行

為をしてはならない。 

２ 前項の規定に違反する行為が認められる場合は、第９条の規定に基づき解任の対象と

なることがある。 

 

(個人情報の取扱い) 

第 16 条 事務局は、本プラットフォームの運営に必要な範囲で構成員の個人情報を取り扱

うものとし、法令に基づく場合又は本人の同意がある場合を除き、これを第三者に提供し

てはならない。 

 

(規約の改定) 

第 17 条 本規約を改定しようとするときは、事務局がその案を作成し、会議に付議するも

のとする。 

２ 前項の規定による規約の改定は、会議において出席構成員の過半数の賛成により決す

る。 

 

(雑則) 

第 18 条 本規約に定めるもののほか、本プラットフォームの運営に関し必要な事項は、事

務局が座長と協議の上、定めるものとする。 

 

 

附 則 

1 本規約は、令和 8年 10 月 13 日から施行する。 

2 本プラットフォームの設立準備会に参加していた団体等は、本規約の施行時に構成員

となることを希望する場合、その旨を事務局へ申し出ることができる。 

3 事務局は、前項の申出を行った団体等について、第７条に定める構成員の要件を踏ま

え、構成員として選任するものとする。 

4 事務局は、前項により選任した構成員について、本規約の施行後速やかに構成員名簿を

作成するものとする。 


